
令和７年７月 31日 
報道機関各位 

 
令和７年度「転入女性交流のつどい 2025」の参加者募集について 

 

本市に転入して間もない女性に対し、本市のＰＲや支援団体の紹介などを通し
て、いわきの良さを知ってもらうとともに、交流の場を提供することにより、転
入した女性の孤立化を防止し、市民活動への参加を促すことを目的に、次のとお
り「転入女性交流のつどい 2025」を開催します。 
ついては、次のとおり参加者を募集しますので、お知らせします。 

 
１ 開催日時 
 ⑴ 10月交流会 令和７年 10月３日（金）午前 10時 15分～正午 

（午前 10時受付開始） 
 ⑵ 12月交流会 令和７年 12月５日（金）午前 10時 15分～正午 

（午前 10時受付開始） 
 
２ 会  場  いわき産業創造館企画展示ホール（ラトブ６階） 
 
３ 対 象 者  本市に転入して概ね３年以内の女性（年齢不問、本市出身者を 

除く） 
 
４ 募集人数  各回とも、20人（応募者多数の場合、本年度初めて参加される 

方を優先） 
 
５ 参 加 費  各回とも、500円（資料・菓子代） 
 
６ 申し込み方法  
⑴ 申 込 先  いわき転入女性の会へ電子メールで申し込む 

Eメールアドレス：ncwc_tudoi@yahoo.co.jp 
⑵ 記入事項  件名「つどい参加希望」と明記（①～⑦は必須）  

       ① 郵便番号・住所 ② 氏名（フリガナ） ③ 年齢  
④ 電話番号 ⑤ 参加を希望する月（10月･12月） 
⑥ 転入前の住所（都道府県市区町村名まで）  
⑦ 出身地（都道府県名） 
⑧ お子様同伴の方は、お子様の氏名（フリガナ）と 

生年月日・性別 
⑶ 申込期限   
① 10月交流会  令和７年９月 26日(金) 
② 12月交流会  令和７年 11月 28日(金) 

          
７ そ の 他  全２回のうち、1回のみの参加も可能です。 

満１歳以上のお子さんを対象に別室で無料保育サービスを設 
けます。 

 
８ 主  催  いわき転入女性の会 

共  催  いわき市 
 

９ お問い合わせ いわき転入女性の会事務局 
（事務担当：関内 電話 090-7337-5683） 

 
（事務担当） 
男女共同・多文化共生センター 
電話 0246-41-9201 



ようこそ！　いわき市へ！

転入女性交流のつどい転入女性交流のつどい
10 月交流

会 おしゃべり交流会

日 時

日 時

場 所

場 所

参 加 費

参 加 費

令和７年10月３日(金)　10:15～12:00（受付 10:00～）

令和７年12月５日(金)　10:15～12:00（受付 10:00～）

ラトブ6階  いわき産業創造館 企画展示ホール
500円（資料・茶菓代）

12 月交流
会 クリスマス交流会

ラトブ６階  いわき産業創造館 企画展示ホール
500円（資料・茶菓代）

募集対象 いわき市に転入して概ね３年以内の女性（年齢不問・いわき市出身者を除く）

e‒mail で下記へお申し込みください。

募集人数

申込方法

各回とも20名

申 込 先 いわき転入女性の会 〈メールアドレス〉ncwc_tudoi@yahoo.co.jp

記入事項　 件名に｢つどい　参加希望」と明記
①郵便番号・住所　　    ②氏名（フリガナ）　　   ③年齢　　   ④電話番号
⑤参加を希望する月（10月・12月）
⑥転入前の住所（都道府県市区町村名まで）　　    ⑦出身地（都道府県名）
⑧お子様同伴の方は、お子様の氏名（フリガナ）と生年月日・性別

※交流会の参加回数制限はありません。２回、または１回のみの参加でも受け付けます。
※応募者多数の場合、今年度初めて『転入女性交流のつどい』に参加される方を優先します。
※交流会では、満１歳以上のお子様に別室で無料保育サービスを設けますので、お子様同伴の方もお気軽に
　ご参加ください。

申込期限 10月交流会：令和７年９月26日(金) 　　12月交流会：令和７年11月28日(金)

主催：いわき転入女性の会　  共催：いわき市
問合せ先：いわき転入女性の会  事務局（担当/関内）　   電話：090-7337-5683

•申込みの受付確認はメールで通知いたしますので、ドメイン着信許可指定してください。
•申込み後３日以内に通知が無い場合は、電話でお問い合わせください。
•応募者の個人情報は、本事業（普及・広報等を含む）以外の目的に利用することはありません。

お友達作りの
きっかけに、

ぜひご参加ください！
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